
様式Ｆ-１９ 
 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果報告書 

 
平成 25 年 5 月 27 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

機関番号：14501 

研究種目：挑戦的萌芽的研究 

研究期間：2011 ～ 2012 

課題番号：23650509 

研究課題名（和文） 科学系博物館における聴覚障害者のためのサイエンス・コミュニケー

ション・デザイン 

研究課題名（英文） Science communication design in science museums for hearing impaired 

people  

研究代表者  

 稲垣成哲（INAGAKI SHIGENORI） 

神戸大学・人間発達環境学研究科・教授 

 研究者番号：70176387 

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，ユニバーサルデザインの立場から，科学系博物館に

おける聴覚障害者のための展示支援デザインを策定し，それに基づいた展示支援システムを開

発・評価することであった。開発されたシステムは，レーザーを用いて拡張現実感を提供する

ものであった。科学系博物館における健常者を対象にした試行的な実証実験の結果，展示物へ

の興味の喚起，理解の促進などの支援について，システムの有効性が認められ，今後の実用化

に向けて，有益な実証的データを得ることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was, from the standpoint of 
universal design, to create an exhibition support design in science museums for hearing 
impaired people and to develop and evaluate an exhibition support system based on 
this design. The system that was developed uses lasers to provide augmented reality. 
An experimental trial of the system in a science museum using healthy participants 
confirmed its effectiveness at improving the exhibition, such as by stimulating interest 
in and promoting better understanding of the exhibits. The trial provided empirical data 
that will be useful in practically launching the system in the future. 
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研究分野：科学教育 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：科学的リテラシー，サイエンスコミュニケーション，ユニバーサルデザイン 
 
１．研究開始当初の背景 
 申請者は，科学系博物館における健常者の
展示・学習支援の研究に対して，評価担当と
して参画してきており，個別的には成果を上
げてきていた[1][2]。しかしながら，当該分野
において，聴覚障害者向けの展示・学習支援
の試みはほとんどなされていない。現在，科
学におけるコミュニケーションデザインと
いえば，健常者に限定されたものであり，聴
覚障害者は科学へのアクセスが十分に保障
されず，健全な市民としての科学への憧れや
理解増進等の機会を持つことが困難な状況

にあると言わざるを得ない。 
 こうした現状の中，近年，芸術ないし美術
教育において，聴覚障害者に配慮した新しい
展示・学習支援の理論と方法論が鋭意検討さ
れ始めている。本研究の分担者である生田目
らのグループでは，美術作品の鑑賞等を対象
とした革新的なコミュニケーション手法を
開発し[3][4]，美術教育のユニバーサル化に見
事な貢献をしてきている。 
 もちろん，美術・芸術と科学には大きな相
違が存在するが，生田目らの成果をベースと
して，科学に特化した理論と方法論を新しく



構築することができれば，科学系博物館等に
おいて，聴覚障害のある人々が情意的側面と
して科学への憧れを持つとともに，認知的側
面として「もっと深く知りたい，考えたい」
などの科学教育の観点からの望ましい姿に
至るようにスキャフォールドできる可能性
があると考えられる。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は，科学系博物館等において，
科学の成果を社会に還流する際の近未来の
サイエンス・コミュニケーション・デザイン，
言い換えれば，展示・学習支援のためのデザ
イン指針と具体的な支援手法を聴覚障害者
向けのユニバーサルデザインの立場から明
らかにすることである。科学への憧れや理解
増進を促す活動は，健常者を対象とした試み
では，従来の Hands-on タイプのみならず，先
進的なテクノロジ等が導入され，極めて充実
したものとなってきている。 
 しかしながら，聴覚障害者では，科学の原
初的な手法である五感でさえも制約されてい
る。科学教育は健常者のためにだけに存在す
るものではないことは自明であり，課題の克
服が期待されているといえる。 
 本申請課題では，聴覚障害者向けのユニバ
ーサルデザインの立場から，聴覚障害の人々
が科学系博物館等におけるサイエンス・コミ
ュニケーションの現場において直面してい
る諸課題を明らかにするとともに，その克
服・改善のためのデザイン指針を策定し，さ
らには，その具体的な支援手法を確立するこ
とを通して，科学教育の革新に資することを

目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）平成 23年度  
 研究体制としては，代表の稲垣が統括及び
科学教育としての評価手法開発，分担の楠が
情報デザイン及び学習・展示支援，生田目が
聴覚障害者向けユニバーサルデザインの観
点から以下の各事項に取り組んだ。 
 
①文献・資料の収集とデータベース整理 
 科学教育関連図書や博物館の展示・学習支
援関連図書およびユニバーサルデザイン関
連図書，さらには，これらの領域の学術論文
を収集，レビューし，本研究の基盤となる科
学教育の観点から見た展示・学習支援のため
のデザイン指針の理論的枠組の作成を行っ
た。関連図書や学術論文に関する研究資料は，
データベース化し，基礎資料の有効活用を目
指した。また，ここで作成した理論的枠組を
仮説として，2 年間の研究への取り組みを通
してブラッシュアップを図り，最終的には近
未来の展示・学習支援の根幹となる理論とし
て確立させた。 
 
②国内外の事例に関する実地調査 
 科学教育の観点から先駆的な取り組みを
行っている国内及び諸外国の研究機関，科学
系博物館及び美術館等を訪問し，科学系博物
館等の展示・学習支援に関する文献資料や関
係者を訪問してインタビュー資料等を収集
した。代表的なところでは，国内では，国立
科学博物館，国外では，ドイツ博物館，ウィ
ーン自然史博物館，ベルヴェデーレ等を訪問
し，聴覚障害者用コンテンツ及び手話コンテ
ンツのデザイン，内容，利用実態等を調べた。 
 
③暫定的なデザイン指針の構築と予備実験 
 科学系博物館での学習における科学教育
固有な展示・学習支援のための暫定的なデザ
イン指針と支援システム及び評価手法を考
案し，健常者を対象にして，実験室的な実証
実験を試みた。実証実験の成果は，The 4th 
IEEE international conference on Digital 
Game and intelligent toy Enhanced Learning 
2012（高松・日本）において発表された。 
 
（2）平成 24年度 
 平成 24 年度は，平成 23 年度の成果を発展
させ，科学系博物館において実証実験を実施
するとともに，2年間の研究成果をまとめた。 
 
①デザイン指針の精緻化 
 科学教育に固有な展示・学習支援デザイン
指針等の精緻化を行った。前年度の成果をま
とめるとともに，研究打ち合わせ会議を開催
し，分担者と協議を重ねた。 



 
②支援システムの開発と改良 
 従来，美術館の展示・学習支援向けに開発
されていたレーザーを利用した拡張現実感
（Augmented Reality:AR）システムを科学系
博物館用の展示・学習支援のためにコンテン
ツから見直し，改良した。 
 
③科学系博物館における実証実験 
 実証実験は，平成 24 年 8 月に蒲郡市生命
の海科学館において実施された。内容は，グ
ジラの骨格標本を題材にして，前述のレーザ
ーを利用した拡張現実感システムによって，
画像情報を骨格標本上に提示し，聴覚障害者
にもわかりやすい学習活動を実現するもの
であった。今回の実証実験では，調査対象は，
5歳から中学3年生までの33名の一般来館者
であり，すべて健常者であった。評価は，質
問紙法及び面接法で実施された。 
 
④研究成果の公表及び学術交流 
 研究成果の公表としては，日本科学教育学
会第 36 回年会（東京理科大学）において自
主課題研究「ユニバーサルデザインを用いた
学習環境の現状と課題」を企画・組織した［5］。
そこでは，足立ら（2012）「健常者と聴覚障
害者とが共に人形劇をたのしめるシステム
〜台詞・背景投影と物語分岐選択〜」，紺家
ら（2012）「バリアフリー演劇における聴覚
障害者向字幕表示方法の提案（観客反応の提
示）」，加藤ら（2012）「科学高等教育におけ
る聴覚障害学生への字幕提示の基礎的検討—
減額場面での対応—」の３つの研究と，本科
研による高橋ら（2012）「博物館で拡張現実
感システムを使って発想学習を支援する」の
研究が参加して，聴覚障害者の展示・学習支
援に関連する研究知見の交流を推進するこ
とができた。 
 
[註及び引用文献] 
［5］自主課題研究「ユニバーサルデザイン

を用いた学習環境の現状と課題」，日本科
学教育学会第 36 回年会（東京理科大学），
2012 年 8 月 27 日 

 
４．研究成果 
（1）支援システムを利用した展示デザイン 
 提案された展示デザインは，科学系博物館
の骨格標本を題材にして，その欠損部分の形
状等を考えさせるものであった。具体的には，
クジラの骨格標本（図 1）の欠損部分（口の
部分）について，来館者が推測するイメージ
を本システムよって画像として投影して重
ね合わせることで，展示物への理解を深める
ものである。 
 聴覚障害者の場合，当然ながら音声ガイド
は有効ではなく，手話通訳者の支援があって

も，手話を見る視線と展示物をみる視線が離
れてしまうために展示物の理解に困難を及
ぼすことが想定される。この課題の克服のた
めには，展示物への同じ視線方向に支援のた
めの情報を提示することがポイントである。
そこで，本展示デザインでは，来館者が拡張
現実感システムを介して視覚的に展示物に
接近し，そこで来館者自身のアイデアを画像
にして展示物と重ね合わせる中で思考する
活動を提案した（図 2）。 

図 1 クジラの骨格標本 

図 2 画像の投影例 

実験では，重ね合わせた画像の視認性を確保する
ために透明な板を置いている。 

（2）来館者による評価 
 平成 24 年 8 月に蒲郡市生命の海科学館に
おいて実施された実証実験では， 5 歳から中
学 3 年生までの 33 名の一般来館者（すべて
健常者）を対象に評価のための調査すること
ができた。評価は，本展示デザインを体験し
た後に，質問紙法及び面接法によって実施さ
れた。評価の結果について，要約的に示すと
次の通りであった。 
① 質問紙調査 
 表１には質問紙調査の結果の一部を示し
ている。いずれの項目においても肯定的な回
答が有意に多く（p<.01），本展示デザインに
ついては，楽しさ，システムの使いやすさ，
対象への興味の喚起，理解の促進に有効であ
ると認識されたことがわかった。 
② 面接調査 
 表 2には，面接調査の結果の一部を示して
いる。本展示デザインのポイントである来館
者の視線方向の展示物にコンテンツを提示
することの有効性を読み取ることができる。 



 
③まとめと今後の課題 
 本研究では，科学系博物館において聴覚障
害者であっても展示物を探究的に学習する
ことのできる展示・学習支援のためのデザイ
ン指針を検討し，その指針に基づいて，拡張
現実感システムを活用した展示・学習支援デ
ザインの提案を行った。健常者を対象とした
実証実験では，その有効性を認めることがで
きた。 
 今後の課題は，研究期間内に取り組むこと
ができなかった聴覚障害者を対象とした実
証実験の実施である。本展示デザインは，聴
覚障害者に対して，科学系博物館における探
究的な学習を提供できる可能性が高いと考
えられる。 
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表 1 質問紙調査の回答傾向 

No. 質問項目 肯定 否定 

1 
レーザーを使って，クジラ
の口の中を考えるのは楽
しかった 

32 1 

2 レーザーは使いやすい 29 4 

3 
レーザーで考えたとおり
に写った 30 3 

4 
レーザーをつかうと興味
がもてた 28 5 

5 
レーザーを使うと考えや
すくなった 28 5 

6 
レーザーを使うと考えに
自信が持てた 27 6 
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表 2 面接調査の結果 

E：レーザーを使ってみてどうでしたか 

S：自分で想像するより，なんかレーザーが

あって，本物みたいになった，わかりやすか

った 

E:どんなところが 

S：想像できるところ 

E：どんなこと想像できましたか 

S：なんか（歯が）どのへんについていたり

とか，なんか想像ではわかりにくいところと

か，レーザーと本物があるとわかりやすい 

E：面接者，S：来館者 
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